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第１号議案  令和６年度事業報告及び収支決算について 

Ⅰ事業報告について 

１ 調査研究事業 

医療、保健衛生等の分野における各種の在宅医療･介護等について、次のとおり調査研究を行った。 

(1) 在宅介護実態調査 

神戸市医師会に委託して、神戸市医師会員が主治医として診察している在宅長期寝たきり者

について、次のとおり実態調査を行った。 

ア．回答集計 

在宅長期寝たきり者（令和６年７月１日現在、６か月以上寝たきり又はそれに準じる者） 

総  数  １，８４７人（男性 ５９２人、女性１，２５５人） 

（平均年齢 ８４．４歳  男性７９．８歳、女性８６．６歳） 

イ．医療の対象である主たる病名 

① 脳梗塞及び脳出血後遺症・脳血管障害  ３０７人（１６．６％） 

② 高血圧症・心疾患    ２５７人（１３．９％） 

③ 認知症                 ２５４人（１３．７％） 

ウ．「寝たきり」の原因となった主たる病名 

① 脳梗塞及び脳出血後遺症・脳血管障害  ３６４人（１９．７％） 

② 廃用性症候群               ２９４人（１５．９％） 

③ 認知症                  ２１３人（１１．５％） 

 

   エ．食事の状況 

① 自力で食事可能          ７８６人（４２．５％） 

② 介助で食事可能          ４６３人（２５．１％） 

③ 全介助（経管栄養等含む）        ４２０人（２２．７％） 

 

オ．在宅で行っている医療行為（複数回答可） 

① 胃瘻（空腸瘻含む）による経管栄養      １５４人（ ８．３％） 

② リハビリなどの機能訓練      １４６人（ ７．９％） 

③ 尿道留置カテーテル、腎瘻、人工膀胱  １４５人（ ７．８％） 

④ 皮膚病変の処置、管理      １３０人（ ７．０％） 

 

カ．医学的見地から、より充実させるべき医療行為（複数回答可） 

① 訪問リハビリテーション      ４８８人（２３．６％） 

② 入院のための病診連携      ４６１人（２２．３％） 

③ 訪問看護        ３７０人（１７．９％） 

④ 他科医師との連携            ３３９人（１６．４％） 
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キ．現状で不足していると思われるサービスの種類（複数回答可）

① なし  ７１１人（３３．８％） 

② 訪問リハビリテーション  ３３１人（１５．７％） 

③ 短期入所療養介護（ショートステイ） ２４１人（１１．４％） 

④ 訪問看護   ２０８人（ ９．９％） 

⑤ 訪問介護（ホームヘルパー）  １６３人（ ７．７％） 

ク．主として介護している人

① 子供（女）  ３５９人（２２．５％） 

② 親族以外の人（女）  ３０１人（１８．９％） 

③ 配偶者（女）   ２８５人（１７．９％） 

④ 子供（男）   ２０２人（１２．７％） 

ケ．人生の最終段階における受けたい医療のあり方についての相談

① 行ってない  ８６１人（５２．４％） 

② 家族と相談  ５０５人（３０．８％） 

③ 本人及び家族と相談   ２１１人（１２．８％） 

④ 本人と相談   ６５人（ ４．０％） 

コ．医師以外に関与した職種（複数回答可）

① 看護師   １，３８２人（３０．６％） 

② ケアマネジャー   １，１１６人（２４．７％） 

③ 薬剤師  ５７６人（１２．７％） 

④ 介護福祉士（ヘルパー含む）   ５２４人（１１．６％） 

サ．全体の看取り数

 計２，０８４人（前年度２，２３６人） 

① 在宅以外   １，２６６人（６０．７％） 

（特養、老健、高齢者住宅、有料老人ホーム他 

② 在宅   ８１８人（３９．３％） 

※看取り数の構成割合は、2,084人を分母とする。

【まとめ】 

・ 医療の対象である主たる病名では、脳血管障害が減少し、高血圧症･心疾患･認知症は

横ばいであった。

・ 主として介護している人は、子･配偶者が合わせて６４％で、子の配偶者についてはこ

の１０年間減少傾向である。

・ 人生の最終段階における受けたい医療のあり方（ACP）について、相談をしている割合

については、ほぼ同じ傾向で、約半数の医療機関が行っていないとなっている。
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(2) 神戸リハビリテーション病院退院患者調査 

     病院退院先の推移                           (単位：人) 

年度 退院患者数 家 庭 病 院 老人保健施設 老人福祉施設 その他 

４ ８５６ ６５０ ７１ ５３ ６４ １８ 

５ ８９４ ６６１ ７８ ６４ ８０ １１ 

６ ９６３ ７１８ ８５ ６３ ８１ １６ 

神戸リハビリテーション病院から家庭復帰した退院患者のうち、居宅介護サービス等を利用す

る方の担当のケアマネジャーに対し、在宅生活における状況等の調査を行った。 

【回答総数 １９８件（男性８１人、女性１１７人）】 

  ア．主な疾患 

    ①整形疾患           １１４件（５７．６％） 

    ②脳血管疾患           ６０件（３０．３％） 

    ③廃用他             ２４件（１２．１％） 

 

  イ．急性増悪の有無 

    ①増悪なし           １７４件（８７．９％） 

    ②増悪あり            ２４件（１２．１％ 骨折、肺炎、ヘルニア他） 

 

  ウ．機能低下の有無 

    ①機能低下なし         １６４件（８２．８％） 

    ②機能低下あり           ３１件（１５．７％ 認知･精神機能、転倒他） 

    ③不明               ３件（ １．５％）  

 

  エ．退院後の居場所 

    ①自宅             １７６件（８８．９％） 

    ②サ高住・有料老人ホーム     １０件（ ５．１％） 

    ③入所               ６件（ ３．０％） 

    ④入院               ４件（ ２．０％） 

    ⑤親戚宅              ２件（ １．０％） 
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